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● 国内（日本）

● 海外（大洋州）

● 海外（ASEAN・南アジア）

● 海外（米州）● �
海外（東アジア）

● 海外（欧州）

4兆9,081億円
うち海外：6,739億円

（14%）

18%

24%

10%22%

22%

1%

3%

4,653億円
うち海外：529億円

 （11%）

10%

24%

9%29%

21%

1%

1%

国内・海外※2
（売上構成比）

ストック事業 34%
（うち ■賃貸・管理 29%   ■開発物件売却 5%）

フロー事業
（請負・分譲）

66%

グループ従業員約49,000人の�
働きがい実感度

82%

（2022年度）（2022年度）（2022年度）

※ �2023年度より、Daiwa House Modular Europeが戸建住宅セグメントから賃貸住宅セグメントに変更となったため、2022年度の実績は変更後の報告セグメントの区分で組み替えて表記しています。 
また、合計値には調整額が含まれていますが、グラフ上では表示していないため、各セグメント構成比の合計値は100％にならないことがあります。

GHG削減貢献量（千t-CO2）
（GHG：温室効果ガス）

23.5%削減
40%削減
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968968

267267
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587587
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5555

1,2231,223

17
952

1,598

（年度）2015 2022 2030

■ スコープ1・2　■ スコープ3 （販売建物の使用）
■ スコープ3 （調達）　■ スコープ3 （その他）
（万t-CO2）

（基準年） （計画）

70%削減
（2015年度比）

63%削減
（2015年度比）

5,000MW
以上

2,500MW
以上

（年度）2011 2022 2030
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602
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2,706
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2,706
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35.2
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35.2
MW

9
MW
9

MW

■ 再エネ発電設備施工実績（EPC）
■ 再エネ発電所
　 開発・運営実績（IPP）

（計画）

セグメント別売上高構成比※

バリューチェーン全体の温室効果ガス排出量

セグメント別営業利益構成比※

再生可能エネルギー普及量（累計）

フロー事業・ストック事業（売上高構成比） 社会

６つの事業をコアセグメントとして、海外事業も展開しながら、安定的なキャッシュ・フローを創出しています。事業活動においては、持続的な社会への貢献に向けてカーボンニュー
トラルへの挑戦と企業収益の両立を目指し、従業員の働きがい創出によるエンゲージメント向上にも積極的に取り組んでいます。

■ 戸建住宅　■ 賃貸住宅　■ マンション　■ 商業施設　
■ 事業施設　■ 環境エネルギー　■ その他

■ 戸建住宅　■ 賃貸住宅　■ マンション　■ 商業施設　
■ 事業施設　■ 環境エネルギー　■ その他

大和ハウスグループの今1

Chapter 3 価値創造ストーリー

グループ会社 �

488社

 海外拠点 �

25ヵ国
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「儲かるからではなく、世の中の役に立つからやる」を原点に、社会変化を捉えた多くの商品・サービスを生み出してきました。

大和ハウスグループ100周年10兆円に向けた“夢”の歴史2

185.5万戸
1961
大阪証券取引所第一部市場に上場
引き続き東京・名古屋にも上場

1995
売上高
1兆円突破

2005
創業50周年
グループシンボル
「エンドレスハート」導入

2015
売上高
3兆円
突破

2018
売上高
4兆円
突破

2012
売上高
2兆円
突破

W245 H26 W245 H13

1960 1970 1980 1990 2000 2010 20201955（年度）

連結売上高（1985年以前は個別の数値）　　　国内新設着工戸数　　　営業利益率

国内新設着工戸数
100万戸ライン

連結売上高と国内住宅着工戸数の推移 2022年度
4.9兆円

2022年度
86.0万戸

2022年度
9.5%

建築の工業化 総合生活産業 人・街・暮らしの価値共創グループ創業の
精神 プレハブ住宅メーカー

1955 パイプハウス

1959 ミゼットハウス

2008 �
中国でのマンション開発

1976 LOCシステムの展開

2003 Dプロジェクトの開始

鋼管（パイプ）建築の考案によ
り、戦後の木材・資材不足の解
決に貢献。

「事業を通じて人を育てる」こと
を企業理念（社是）に掲げる。

1962 「社員の豊かな老後」を目
的に企業年金制度を導入。

1965 全従業員の道標となる教
育本「わが社の行き方」初版発行。

3時間で建つ勉強部屋として開
発。出生率上昇による住宅不
足の解消に貢献。

日本式のマンション販売手法
を導入。

流通店舗事業を開始し、ロード
サイドでの土地活用ビジネスを
展開。

大型物流施設の開発に着手。
用地提案から設計・施工・運営
まで、一貫したサポートを展開。

1962 羽曳野ネオポリス
民間初の大規模団地販売を機
に、民間金融機関と提携し、日
本初となる住宅ローンの仕組
みを考案。

2012 �
大和ハウスリート上場

不動産開発投資の加速を見据
え、出口戦略を強化。良質で安
定的キャッシュ・フローを生む
物件の創出により、市場の発
展にも貢献。

鋼管構造建築の発展

テナントの多様化
大型商業施設開発

1994 総合技術研究所
「環境共生」を基本テーマに掲
げ、人・街・暮らしのよりよい未
来をつくる研究活動を推進。

2007 佐田岬風力発電事業
「21世紀は風・太陽・水」の事業
が必要と考え、風力発電事業
に参入。

2007 ワークライフバランス支
援制度（介護・育児関連休暇）。

2008 次世代経営者育成プロ
グラム「大和ハウス塾」開講。

2012 
太陽光発電事業開始

2011 D’s SMART�
シリーズの開発

メガソーラー事業第1弾「DREAM 
Solar北九州ひびき灘」着工。

事務所や工場など、環境負荷ゼ
ロを目指した次世代型施設。
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顧客基盤

人財基盤

技術・ 
ものづくり 

基盤

「人・街・暮らしの価値共創グループ」として、事業地域・事業領域を拡大し、価値創造の源泉である３つの基盤（人財基盤、顧客基盤、技術・ものづくり基盤）のさらなる強化につなげ
ています。“将来の夢”に掲げる「再生と循環の社会インフラと生活文化の創造」という役割を果たしながら、100周年の2055年に売上高10兆円の企業グループを目指し歩んでいます。

2018

売上高4兆円突破
2022

売上高4.9兆円

2017 住宅ストックブランド
「Livness」の誕生

2019 �
リブネスタウンプロジェクト

2020 �
Trumark Companiesの�

グループ入り

2021 �
CastleRock Communities�

のグループ入り

2021 副業制度の導入

良質な既存住宅市場の構築を目指し、統
一ブランドを創設。グループ各社のノウハ
ウを活かした総合提案を実施。

「作った責任」を果たすため、過去に開発
したネオポリスにおいて、まちの魅力を高
め、住み続けられるまちへの再耕を推進。

2020 �
DPDC印西パーク

ネット社会を支える新しい社会インフラと
してデータセンターの開発に参入。

2020 船橋グランオアシス
施工から暮らしまで、再エネ電気100％の
まちづくり。

2017 �
Stanley Martinのグループ入り

米国での戸建住宅事業を開始。

2016 �
海外でのマルチテナント型物流施設
インドネシアを皮切りに、ASEANにおける
物流倉庫開発を展開。

2018 災害に備える家

2020 DREAM Solar 伊勢湾Ⅱ

日本初の雨天でも約10日間の停電に対応
できる防災配慮住宅を販売し、多発する自
然災害へ対応。

大和ハウスグループ最大のメガソーラー
を建設・運営。

2021 �
新たな住まい方の提案として�
テレワークスタイルを発売

2021 Daiwa House Logistics 
Trustの設立

シンガポール証券取引所に上場。

2022 �
富山公設卸売市場の再開発

地域の「食」と雇用を支える社会インフラ
構築に貢献。事

業
地
域・事
業
領
域
の
拡
大

2022
「屋根上の価値」を最大限に活かし、太陽
光発電を設置するPPA事業を加速。
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最大の強み

共創共生で�
価値を創出する力

価値創造の源泉から生み出される強み －幅広い事業領域における多彩なバリューチェーン「創る・育む・再生する」－

価値創造の源泉である人財基盤、顧客基盤、技術・ものづくり基盤から生み出される当社グループの強みは、長期にわたり築いてきた顧客リレーションから生み出される「迅速
な課題解決力」と、現場で個客のニーズに応える「現場密着力」です。そこに、幅広い事業領域と一気通貫体制から形成される「複合的な事業提案力」が加わることで生み出さ
れる「共創共生で価値を創出する力」を最大限に活かし、社会インフラと生活文化を創造しています。

3

買取再販
改修・再整備

戸建住宅
大和ハウス工業、デザインアーク、大和ランテック
Stanley Martin Holdings、Trumark Companies 
CastleRock Communities、Rawson Group

　　　大和ハウスリフォーム
　　　　　　　　　　　大和ハウスリアルエステート

賃貸住宅 　　　　　　　　　大和ハウス工業
Daiwa House Modular Europe

　　　　　　大和リビング
　　　　　　　　　　　　　大和ハウス賃貸リフォーム

マンション 　　　　　大和ハウス工業、コスモスイニシア 　　　　　大和ライフネクスト

商業施設 大和ハウス工業、大和リース
　　　大和ハウスパーキング

　　　　ロイヤルホームセンター、スポーツクラブ NAS
　　　　大和ハウスリアルティマネジメント

事業施設 大和ハウス工業、フジタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和ハウスプロパティマネジメント
　　　　　　　　　ダイワロジテック　　　　　　　　　　　　　　大和物流、若松梱包運輸倉庫、神山運輸

環境 
エネルギー

　大和ハウス工業
大和エネルギー　　エネサーブ

その他
ダイワロイヤルゴルフ、メディアテック、伸和エージェンシー 

大和ハウスフィナンシャル、大和ハウスインシュアランス 
大和ハウス不動産投資顧問、大和ハウス・アセットマネジメント

社会インフラと生活文化を創造する多彩なバリューチェーン
土地情報・不動産を起点に、企画からアフターまでトータルに応える一気通貫体制

幅
広
い
事
業
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
グ
ル
ー
プ
総
合
力

運営・管理・リーシング・
アフターケア

設計施工
（ものづくり）企画・開発

遊休地活用の提案
開発用地の選定取得
建物屋根上の活用

創る 育む 再生
する

不動産証券化

大和ハウスリート投資法人
大和ハウスグローバルリート投資法人
大和ハウスロジスティクスコアファンド
Daiwa House Logistics Trust

強み③
複合的な事業提案力

強み②
現場密着力

強み①
迅速な課題解決力

顧客基盤

人財基盤

技術・ 
ものづくり 

基盤

個客思考
信頼関係の構築

現場主義
積極精神

サプライチェーンネットワーク
高品質・短工期の実現
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事業を通じた
社会課題の解決

世の中の役に立つ
という考え方

迅速な課題解決力 現場密着力 複合的な事業提案力

ステークホルダーからの
信頼・共感

“共創共生による
価値創造力”

お客さまと建物に責任を持ち続け
顧客LTV、建物LTVを最大化

創業者精神を受け継ぐビジネスモデル －循環型バリューチェーンモデル－

「創る（請負・開発）」「育む（運営・管理）」「再生する（改修・再整備）」による“事業の推進”と、環境・社会・ガバナンスの取り組みによる“基盤の強化”の両立によって、お客さま・
地域社会をはじめとするステークホルダーからの長期的な信頼と共感を得ることで、顧客LTV※と建物LTVを最大化していきます。これらの価値創造プロセスの好循環により、
社会課題を解決し、当社グループの企業価値の向上と“将来の夢”を実現していきます。

4

社会インフラの価値を永続的に高め 
人々の生活文化を創造し続ける

世の中の役に立つ“事業の推進”による 
キャッシュ・フローの創出

世の中の変化に対応した“基盤の強化”による 
サステナビリティの向上

創る
請負・開発

育む
運営・管理

再生する
改修・再整備

● �環境負荷低減と企業収益の両立による 
地球環境との調和

● �ステークホルダーとの関係性強化による 
経営基盤の強化とビジネスチャンスの獲得

● �コーポレートガバナンスの強化

※ LTV（ライフタイムバリュー）：顧客や建物から生涯にわたって当社が提供する利益（価値）のこと

企
業
価
値
の
向
上
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短中期の価値創造

事業を通じた
社会課題の解決

世の中の役に立つ
という考え方

“共創共生による
価値創造力”

お客さまと建物に責任を持ち続け
顧客LTV、建物LTVを最大化

ステークホルダーからの
信頼・共感

価値創造プロセス5

３つの経営基盤を含めた６つの資本を最適に配分し、当社独自の強みを活用することで、価値を創造しています。

現場密着力

迅速な課題解決力

複合的な事業提案力

環境負荷ゼロを実現する体制 ● �再生可能エネルギー発電量（自家消費含む） 
480ヵ所  829GWh 

● �サプライチェーンネットワーク 
約4,900社

● �LOCシステム、土地・不動産の情報収集ノウハウ 
提案型営業、ナレッジマネジメント

● 特許登録件数 1,492件

● �従業員 
約 49,000人

● �住宅・マンション既オーナーさま数　約50万人
● �土地オーナーさま　約40,000人
● �テナント企業さま　約4,300社

● �不動産開発投資額　2.2兆円
● �戦略投資、設備投資

技術・ものづくり基盤

事業ノウハウ

創業者精神を受け継ぎ�
“将来の夢”を実現する人財基盤

顧客基盤

強固な財務基盤

価値創造の源泉（インプット）

自然資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会関係資本

財務資本
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生きる歓びを
分かち合える世界

2055“将来の夢”
目指す社会

地球環境と調和する 
多様な暮らしと住まい方の実現
ライフタイムバリューの最大化

お客さま

安定的な企業経営
脱炭素化への貢献

取引先

地域社会の活性化
生物多様性保全

地域市民

安定的な株主還元の実現
外部評価

株主

生き方・働き方の変革

従業員

創出された価値を通じて、６つの資本を強化しながら、新たな投資・資本配分を行っています。短中期で創出された価値の蓄積が、社会へのインパクトとなることで“将来の夢”
の実現へとつなげていきます。再生と循環の社会インフラと生活文化の創造と、SDGｓへの貢献を果たしながら、持続的な成長と企業価値向上に向け、未来を切り拓いていきます。

創出した価値（アウトプット） 2022年度実績 社会へのインパクト

長期の価値創造

● �バリューチェーン全体のGHG排出量削減率 
（2015年度比）▲23.5%

● �再エネ発電設備の施工実績（EPC）　2,706MW

循環型社会
脱炭素社会への貢献

● �BIMシステムによる業務効率化 
災害度数率　0.31%

現場の安全・安心
建設技能者の定着

● �デジタルチャネルからの 
情報取得数（国内住宅のみ）　45,518件

事業機会の拡大
ブランド価値の向上

● ダイバーシティ指標
● 若年層の定着率
● シニア関連指標

大きな価値を社会に 
提供し続ける人財プール

働きがいの向上

● リブネスタウンPJ　8ヵ所
● 再受注率　�37.8%（賃貸住宅事業：棟数ベース） 

33.7%（商業施設事業：金額ベース）

お客さま満足度の向上 
（入居1ヵ月後満足度指標≒NPS）

● 当期純利益	 3,083億円
● �有利子負債	 18,494億円
● �D/Eレシオ	 0.72倍（実績）

安定的な 
株主還元の実現

自然資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会関係資本

財務資本

短中期の価値創造

2030年
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価値創造ストーリー 基盤の強化 業績・企業情報CFOメッセージ 事業の推進 環境戦略 ガバナンス長期ビジョンと
第7次中期経営計画CEOメッセージ
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